
交付金事業

③経済活性化効果

　平成１７年度は交付金事業を実施していない。平成１８年度以降実施した事
業については、平成１９年度以降効果測定を行う。
　ソフト事業については、エコツーリズムについての検討を行っており、今後の
経済活性化効果を期待したい。

－ H17年度事業分

実 績 値 － H17年度整備施設のH18年度稼働実績②環境保全効果
　　（二酸化炭素排出
　　削減効果等）

２．評価・分析

①事業の特色・モデル性

　豊富な森林資源をもとに、木質バイオマスを活用した代替エネルギーの普及
を目指すものであるが、単に一地域で完結せず、生産供給体制の確保などの
観点から、近隣市町村との広域連携を展開するなど、効果的な生産供給は中
山間地方都市へのモデルになるものと考えられる。

④その他

　平成１７年度は交付金事業を実施していない。平成１８年度以降実施した事
業については、平成１９年度以降効果測定を行う。

（目標値・実績値単位：ｔ－ＣＯ２／年）

二酸化炭素排出削減効果 備　　　考

目 標 値

H18年度 　普及啓発事業として、「１家庭１エコ事業」、次世代向け啓発イベントを開
催。また、インタープリター育成研修会、模擬エコツアーやビオトープ研修会
を開催し、遠野型エコツーリズムの確立を目指した。

H17年度 　まちづくり協議会の設立等に時間を要し、事業未実施。

H18年度 　ペレットボイラー整備補助事業として、公共施設にペレットボイラーを導
入。
　ペレットストーブ導入事業として、公共施設及び一般家庭にペレットストー
ブを導入。
　代替エネルギー外灯設置事業として、小学校等に代替エネルギー外灯を
設置。

まちづくり協議会名 　環境フロンティア遠野協議会

モ デ ル 事 業 名 　環境と経済の好循環のまちモデル事業

１．事業の実施状況

委託事業 H17年度 　普及啓発事業として、地球温暖化防止を啓発するため、環境フォーラムを
開催。また、「ＣＯ２削減のために家庭でできること」をキーワードに「エコ屋
台村」を開催し、ペレットストーブの展示等を実施。
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